
 

 
 
   

 
 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
 （注)  包括利益    26年3月期第２四半期 395百万円（ －％） 25年3月期第２四半期 △267百万円（－％)  
  

 
  

   

 
 
  

  

 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

 

 
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

  

平成26年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成25年10月31日

上 場 会 社 名 株式会社 ヤマト 上場取引所 東
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代  表  者 (役職名)代表取締役社長   (氏名)新井 孝雄
問合せ先責任者 (役職名)取締役常務執行役員管理本部長   (氏名)藤原 昌幸   (TEL)027-290-1800

四半期報告書提出予定日 平成25年11月１日 配当支払開始予定日 ―

（注）単位百万円未満切捨て

１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年３月21日～平成25年９月20日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 16,220 9.1 57 22.3 135 2.6 59 16.7
25年３月期第２四半期 14,868 1.5 47 ― 132 ― 50 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第２四半期 2 34      ― 
25年３月期第２四半期 2 00      ―   

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期第２四半期 23,964 16,167 67.5 636 50
25年３月期 25,229 15,926 63.1 626 91

(参考) 自己資本 26年3月期第２四半期 16,167百万円  25年3月期 15,926百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期   ― 0 00   ― 6 00 6 00

26年3月期   ― 0 00

26年3月期(予想)   ― 6 00 6 00

３．平成26年3月期の連結業績予想（平成25年３月21日～平成26年３月20日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,000 △5.9 700 △20.3 800 △21.6 370 △20.2 14 56

y1655
新規スタンプ



  

 

 
（注）四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則第10条の５に該当するものでありま

す。詳細は、添付資料３ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変

更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

  

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績

予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年3月期２Ｑ 26,927,652株 25年3月期 26,927,652株

② 期末自己株式数 26年3月期２Ｑ 1,526,260株 25年3月期 1,523,627株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期２Ｑ 25,402,154株 25年3月期２Ｑ 25,408,928株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済政策及び金融政策の効果を背

景に、企業収益の改善や個人消費の持ち直しが見られ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、海外

景気の下振れリスク及び円安進行による原材料価格の上昇など国内外の懸念材料を払拭することがで

きず、引き続き不透明感が残る状況で推移しました。 

建設業界におきましては、復興関連予算の執行による政府建設投資の増加が下支えとなり、民間設

備投資も回復基調を続けている一方で、資材・労務費等のコストアップ要因や企業間競争の激化によ

り、依然として厳しい収益環境が続いております。  

このような経営環境のもと、当社及びグループ各社は総力をあげて当社グループの独自の技術・商

品を活用した積極的な営業活動、経営の効率化を推進してきました。この結果、当第２四半期連結累

計期間の業績は、受注工事高が前年同四半期比6.7％増の228億９千９百万円、完成工事高が前年同四

半期比9.1％増の162億２千万円、営業利益が前年同四半期比22.3％増の５千７百万円、経常利益が前

年同四半期比2.6％増の１億３千５百万円、四半期純利益が前年同四半期比16.7％増の５千９百万円

となりました。 

なお、当社グループの完成工事高は、通常の営業形態として、上半期に比べ下半期、特に第４四半

期連結会計期間に偏る傾向があります。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末比12億６千４百万円（5.0％）減

の239億６千４百万円となりました。資産の部については、売上債権の回収により、現金預金が10億

１千４百万円増加しましたが、受取手形・完成工事未収入金が35億７千８百万円減少しました。 

負債の部については、前連結会計年度末比15億５百万円（16.2％）減の77億９千７百万円となりま

した。未成工事受入金が８億９千２百万円増加しましたが、工事未払金が８億５千万円減少しまし

た。 

純資産の部については、前連結会計年度末比２億４千１百万円（1.5％）増の161億６千７百万円と

なりました。保有株式等の時価の上昇により、その他有価証券評価差額金が３億３千５百万円増加し

ました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、28億７千９百万円の増加（前年同四半期比14億１千７百万

円の増加）となりました。これは主に売上債権の減少及び未成工事受入金の増加によるものでありま

す。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、６億４千１百万円の減少（前年同四半期比９億２千万円の

減少）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、11億５千２百万円の減少（前年同四半期比10億円の減少）

となりました。これは主に短期借入金の純増減額の減少によるものであります。 

この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は、前連結会計年度末比10億８

千５百万円の増加（前年同四半期比５億５千１百万円の減少）の29億８千９百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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連結業績見通しについては、平成25年４月30日付決算短信において発表した予想を変更しておりませ

ん。  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月21日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月20日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,302,103 3,316,815

受取手形・完成工事未収入金 11,521,980 7,943,092

有価証券 125,318 30,045

未成工事支出金等 1,565,491 1,532,119

その他 649,947 925,910

貸倒引当金 △15,629 △50,003

流動資産合計 16,149,211 13,697,979

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,599,593 2,070,536

その他（純額） 2,056,323 2,221,654

有形固定資産合計 3,655,916 4,292,191

無形固定資産 103,768 124,556

投資その他の資産   

投資有価証券 4,734,645 5,479,336

その他 590,221 374,929

貸倒引当金 △4,731 △4,055

投資その他の資産合計 5,320,134 5,850,209

固定資産合計 9,079,819 10,266,957

資産合計 25,229,031 23,964,936

負債の部   

流動負債   

工事未払金 5,114,905 4,264,597

未払法人税等 464,765 41,234

未成工事受入金 367,142 1,259,979

賞与引当金 426,529 330,526

引当金 47,302 34,213

その他 1,603,294 655,475

流動負債合計 8,023,939 6,586,027

固定負債   

退職給付引当金 1,025,662 1,021,554

役員退職慰労引当金 250,571 186,694

その他 2,730 2,745

固定負債合計 1,278,964 1,210,993

負債合計 9,302,903 7,797,020

株式会社ヤマト（1967）平成26年3月期第２四半期決算短信

－4－



(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月20日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,499,820 4,499,820

利益剰余金 6,559,014 6,465,950

自己株式 △452,445 △453,396

株主資本合計 15,606,389 15,512,375

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 319,738 655,540

その他の包括利益累計額合計 319,738 655,540

純資産合計 15,926,128 16,167,915

負債純資産合計 25,229,031 23,964,936
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成24年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月21日 
 至 平成25年９月20日) 

完成工事高 14,868,790 16,220,423

完成工事原価 14,089,188 15,364,970

完成工事総利益 779,601 855,453

販売費及び一般管理費 732,383 797,688

営業利益 47,218 57,764

営業外収益   

受取利息 2,817 3,212

受取配当金 54,586 61,096

受取賃貸料 10,156 10,690

その他 34,706 19,020

営業外収益合計 102,266 94,020

営業外費用   

支払利息 8,612 7,390

賃貸費用 5,942 6,057

その他 2,846 2,868

営業外費用合計 17,402 16,317

経常利益 132,082 135,468

特別利益   

固定資産売却益 － 18,002

補助金収入 － 10,000

特別利益合計 － 28,002

特別損失   

固定資産処分損 － 3,269

投資有価証券評価損 8,596 －

投資有価証券売却損 － 10,598

特別損失合計 8,596 13,867

税金等調整前四半期純利益 123,485 149,602

法人税、住民税及び事業税 119,559 27,418

法人税等調整額 △46,919 62,823

法人税等合計 72,640 90,242

少数株主損益調整前四半期純利益 50,844 59,360

四半期純利益 50,844 59,360
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成24年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月21日 
 至 平成25年９月20日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 50,844 59,360

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △317,907 335,802

その他の包括利益合計 △317,907 335,802

四半期包括利益 △267,062 395,162

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △267,062 395,162
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成24年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月21日 
 至 平成25年９月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 123,485 149,602

減価償却費 85,712 93,871

受取利息及び受取配当金 △57,403 △64,309

支払利息 8,612 7,390

売上債権の増減額（△は増加） 2,533,582 3,579,563

たな卸資産の増減額（△は増加） △926,935 33,372

仕入債務の増減額（△は減少） △926,883 △850,308

未成工事受入金の増減額（△は減少） 844,538 892,837

その他 △254,259 △568,447

小計 1,430,450 3,273,573

利息及び配当金の受取額 56,755 63,687

利息の支払額 △8,612 △7,097

法人税等の支払額 △16,881 △450,987

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,461,711 2,879,175

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △22,905 △671,146

投資有価証券の取得による支出 △31,245 △264,645

その他 333,876 294,766

投資活動によるキャッシュ・フロー 279,725 △641,026

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,000,000

配当金の支払額 △151,448 △151,487

その他 △902 △950

財務活動によるキャッシュ・フロー △152,350 △1,152,437

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,589,085 1,085,711

現金及び現金同等物の期首残高 1,951,236 1,903,603

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,540,322 2,989,315
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該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

４. 補足情報 

（１）連結受注実績内訳 

(単位：千円）

 
(注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率 

  

（２）個別受注実績内訳 

(単位：千円）

 
(注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

区 分
平成25年3月期 平成26年3月期

比較増減 増減率
第２四半期累計期間 第２四半期累計期間

設

建築関連施設

産業空調衛生設備 12,752,637 （59.4%） 13,800,608 （60.2%） 1,047,970 8.2%

備 一般空調衛生設備 5,437,152 （25.3%） 5,536,568 （24.2%） 99,416 1.8%

工 小 計 18,189,789 （84.7%） 19,337,176 （84.4%） 1,147,387 6.3%

事 食品流通施設 冷凍冷蔵設備 975,718 （ 4.6%） 1,049,598 （ 4.6%） 73,880 7.6%

業 環境施設 生活関連処理設備 2,296,196 （10.7%） 2,512,601 （11.0%） 216,404 9.4%

合  計 21,461,704 （100 %） 22,899,376 （100 %） 1,437,671 6.7%

区 分
平成25年3月期 平成26年3月期

比較増減 増減率
第２四半期累計期間 第２四半期累計期間

設

建築関連施設

産業空調衛生設備 11,381,834 （59.0%） 12,496,475 （60.9%） 1,114,640 9.8%

備 一般空調衛生設備 4,643,961 （24.1%） 4,458,739 （21.8%） △185,221 △4.0%

工 小 計 16,025,796 （83.1%） 16,955,215 （82.7%） 929,419 5.8%

事 食品流通施設 冷凍冷蔵設備 975,718 （ 5.0%） 1,049,598 （ 5.1%） 73,880 7.6%

業 環境施設 生活関連処理設備 2,288,016 （11.9%） 2,509,550 （12.2%） 221,534 9.7%

合  計 19,289,530 （100 %） 20,514,364 （100 %） 1,224,833 6.3%
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